
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

田無駅南口地区

平成22年３月

東京都西東京市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

指標３
商工会ホームページ
アクセス件数

指数 100

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

商工会の更なる魅力あるHPへの創意
工夫やPRに向けた努力等の結果、HP
のアクセス件数は順調に伸びている。

H　　年　月

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地域交流センターを通じて人の賑わいは増えているので、
それを地元での購買に結び付けられるよう、創業支援相談
センターの活動などを通じて魅力ある商業施設の振興を図
る。

126 H　　年　月

100 81 H21年4月

○

指標５

指標２
小売業における年間
商品販売額

指数 100

指標４

総合所見

建替えによって最新の充実した設備を備える
だけでなく、駅前かつ市役所等の公共施設に
接している立地条件の良さゆえに、個人利用
者数が増え続けている。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

H　　年　月

市内全体の販売額が前回調査
時よりも下がっているので、市
民の消費意欲が下がったことが
一つの理由と推測される。

事後評価

見込み・確定の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

利用者数417
利用件数300

計測時期

H21年9月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
施設利用者数及び利
用件数(地域交流セン
ター)

指数 100

1年以内の
達成見込み

100

110

1年以内の
達成見込み

○

利用者数310
利用件数331

見込み・確定
の別

利用者数250
利用件数300

○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域コミュニティー活動の中心施設としての持続

商業振興施策の中心地として持続

景観向上及びバリアフリー化

西東京市市民協働推進センター、西東京市多文化共生センターを設
置し、市民の協働参画や他文化交流の拠点として機能させた。具体的
には、各種イベントを通じた交流の推進や市民活動、外国人支援等に
向けた相談窓口業務等を行った。

実施した具体的な内容

西東京創業支援相談センターを設置し、起業支援・経営支援
の中心として機能させた。具体的には、起業家に向けた講習会
や情報提供、経営相談等の活動を行った。

新たに起業を目指す人に起業のノウハウ等を取
得させ、起業意欲を促進させたり、中小企業等の
経営支援を多角的に行えるようになった。

今後の課題　その他特記事項

センターの存在や活動をさらに周知し、より多くの外国人を含め
た市民がセンターでの交流等を通じて自己実現を図り、充実し
た生活を送れるよう支援を続ける。

センターの活動を更に市民にむけてPRし、より多くの人に起業
支援や経営支援を行うことで市内の商業活性化につなげる。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

未実施

実施した結果

市民協働推進センターの活動により、市民同士の交流
や市民と行政の協働の機会が増えた。多文化共生セン
ターの活動により、外国人の生活支援や国際交流が行
いやすくなった。

施策実施に向け、地元との合意に向けた調整を継続する。

具体的内容 実施時期


